
(57)【要約】

【課題】幹線ケーブルに分岐ケーブルを接続する箇所に

設置されるクロージャで、心線の切替接続を容易にし、

障害が発生したときの障害探知を容易にする。

【解決手段】防水ケース１４内に、第一のトレイ３８Ａ

と、第二のトレイ３８Ｂと、コネクタ結合用のアダプタ

４２を支持するアダプタ支持体４０とを設置する。幹線

ケーブル１０の光ファイバ心線２０にコネクタ付き光コ

ード４４を接続して、その接続部４６を第一のトレイ３

８Ａに収納する。分岐ケーブル１２の光ファイバ心線２

８に他のコネクタ付き光コード５０を接続して、その接

続部５２を第二のトレイ３８Ｂに収納する。幹線ケーブ

ル側のコネクタ付き光コード４４のコネクタ４８Ａをア

ダプタ４２の片側に嵌合し、分岐ケーブル側のコネクタ

付き光コード５０のコネクタ４８Ｂをアダプタ４２の反

対側に嵌合する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
幹 線 ケ ー ブ ル に 分 岐 ケ ー ブ ル を 接 続 す る 箇 所 に 設 置 さ れ る ク ロ ー ジ ャ で あ っ て 、
防 水 ケ ー ス 内 に 、 光 フ ァ イ バ 心 線 の 接 続 部 を 収 納 す る 第 一 の ト レ イ と 、 同 じ く 光 フ ァ イ バ
心 線 の 接 続 部 を 収 納 す る 第 二 の ト レ イ と 、 コ ネ ク タ 結 合 用 の ア ダ プ タ を 支 持 す る ア ダ プ タ
支 持 体 と を 設 置 し 、
幹 線 ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ 心 線 に コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド を 接 続 し て 、 そ の 接 続 部 を 前 記 第
一 の ト レ イ に 収 納 し 、 分 岐 ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ 心 線 に 他 の コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド を 接 続
し て 、 そ の 接 続 部 を 前 記 第 二 の ト レ イ に 収 納 し 、
幹 線 ケ ー ブ ル 側 の コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド の コ ネ ク タ を 前 記 ア ダ プ タ の 片 側 に 嵌 合 し 、 分 岐
ケ ー ブ ル 側 の コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド の コ ネ ク タ を 前 記 ア ダ プ タ の 反 対 側 に 嵌 合 す る よ う に
し た 、
こ と を 特 徴 と す る 分 岐 ケ ー ブ ル 接 続 部 用 ク ロ ー ジ ャ 。
【 請 求 項 ２ 】
幹 線 ケ ー ブ ル に 分 岐 ケ ー ブ ル を 接 続 す る 箇 所 に 設 置 さ れ る ク ロ ー ジ ャ で あ っ て 、
防 水 ケ ー ス 内 に 、 光 フ ァ イ バ 心 線 の 接 続 部 を 収 納 す る ト レ イ と 、 コ ネ ク タ 結 合 用 の ア ダ プ
タ を 支 持 す る ア ダ プ タ 支 持 体 と を 設 置 し 、
幹 線 ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ 心 線 に コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド を 接 続 し て 、 そ の 接 続 部 を 前 記 ト
レ イ に 収 納 し 、
前 記 コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド の コ ネ ク タ を 前 記 ア ダ プ タ の 片 側 に 嵌 合 し 、 分 岐 ケ ー ブ ル に 予
め 設 け ら れ た コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド の コ ネ ク タ を 前 記 ア ダ プ タ の 反 対 側 に 嵌 合 す る よ う に
し た 、
こ と を 特 徴 と す る 分 岐 ケ ー ブ ル 接 続 部 用 ク ロ ー ジ ャ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】 本 発 明 は 、 光 通 信 用 の 幹 線 ケ ー ブ ル に 分 岐 ケ ー ブ ル を 接 続 す る
箇 所 に 設 置 さ れ る ク ロ ー ジ ャ に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】 幹 線 ケ ー ブ ル に 分 岐 ケ ー ブ ル を 接 続 す る 場 合 、 従 来 は 幹 線 ケ ー ブ ル の 光 フ
ァ イ バ 心 線 と 分 岐 ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ 心 線 を 融 着 接 続 し て 、 接 続 部 を ト レ イ 等 に 収 納 す
る の が 一 般 的 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】 し か し こ の よ う な 構 造 で は 、 心 線 の 切 替 接 続 の 必 要 が 発
生 し た 場 合 に 、 そ の 作 業 が 面 倒 で あ る 。 ま た 通 信 回 線 に 何 ら か の 障 害 が 発 生 し た 場 合 、 そ
の 障 害 が 幹 線 ケ ー ブ ル 側 に あ る の か 分 岐 ケ ー ブ ル 側 に あ る の か を 判 別 す る こ と が 困 難 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】 本 発 明 の 目 的 は 、 以 上 の よ う な 課 題 を 解 決 し た 分 岐 ケ ー ブ ル 接 続 部 用 ク ロ ー
ジ ャ を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】 こ の 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 は 、 幹 線 ケ ー ブ ル に 分 岐 ケ
ー ブ ル を 接 続 す る 箇 所 に 設 置 さ れ る ク ロ ー ジ ャ に お い て 、
防 水 ケ ー ス 内 に 、 光 フ ァ イ バ 心 線 の 接 続 部 を 収 納 す る 第 一 の ト レ イ と 、 同 じ く 光 フ ァ イ バ
心 線 の 接 続 部 を 収 納 す る 第 二 の ト レ イ と 、 コ ネ ク タ 結 合 用 の ア ダ プ タ を 支 持 す る ア ダ プ タ
支 持 体 と を 設 置 し 、
幹 線 ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ 心 線 に コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド を 接 続 し て 、 そ の 接 続 部 を 前 記 第
一 の ト レ イ に 収 納 し 、 分 岐 ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ 心 線 に 他 の コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド を 接 続
し て 、 そ の 接 続 部 を 前 記 第 二 の ト レ イ に 収 納 し 、
幹 線 ケ ー ブ ル 側 の コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド の コ ネ ク タ を 前 記 ア ダ プ タ の 片 側 に 嵌 合 し 、 分 岐
ケ ー ブ ル 側 の コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド の コ ネ ク タ を 前 記 ア ダ プ タ の 反 対 側 に 嵌 合 す る よ う に
し た 、
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こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】 ま た 分 岐 ケ ー ブ ル が 予 め コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド を 備 え て い る 場 合 に は 、 前 記
第 二 の ト レ イ を 省 略 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本 発 明 に 係 る 分 岐 ケ ー ブ ル 接 続 部 用 ク
ロ ー ジ ャ は 、
防 水 ケ ー ス 内 に 、 光 フ ァ イ バ 心 線 の 接 続 部 を 収 納 す る ト レ イ と 、 コ ネ ク タ 結 合 用 の ア ダ プ
タ を 支 持 す る ア ダ プ タ 支 持 体 と を 設 置 し 、
幹 線 ケ ー ブ ル の 光 フ ァ イ バ 心 線 に コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド を 接 続 し て 、 そ の 接 続 部 を 前 記 ト
レ イ に 収 納 し 、
前 記 コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド の コ ネ ク タ を 前 記 ア ダ プ タ の 片 側 に 嵌 合 し 、 分 岐 ケ ー ブ ル に 予
め 設 け ら れ た コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド の コ ネ ク タ を 前 記 ア ダ プ タ の 反 対 側 に 嵌 合 す る 、
と い う 構 成 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 。 図 に お い て 、 １ ０ は 幹 線 ケ ー ブ ル 、 １ ２
は 分 岐 ケ ー ブ ル 、 １ ４ は プ ラ ス チ ッ ク 製 の 防 水 ケ ー ス 、 １ ６ は 防 水 ケ ー ス １ ４ 内 に 設 置 さ
れ た 金 属 製 の フ レ ー ム で あ る 。 防 水 ケ ー ス １ ４ 及 び フ レ ー ム １ ６ は 幹 線 ケ ー ブ ル １ ０ を 支
持 す る メ ッ セ ン ジ ャ ワ イ ヤ （ 図 示 せ ず ） に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】 幹 線 ケ ー ブ ル １ ０ の ク ロ ー ジ ャ 内 に 位 置 す る 部 分 で は 、 シ ー ス １ ７ を 剥 い で
溝 付 き ス ペ ー サ １ ８ を 露 出 さ せ 、 分 岐 に 使 用 す る 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ ０ を 溝 付 き ス ペ ー サ １
８ か ら 取 り 出 し て 、 切 断 す る 。 分 岐 し な い 光 フ ァ イ バ 心 線 は 溝 付 き ス ペ ー サ １ ８ に 収 納 さ
れ た ま ま ク ロ ー ジ ャ を 通 過 す る 。 ま た 分 岐 ケ ー ブ ル １ ２ の 端 部 の ク ロ ー ジ ャ に 導 入 さ れ る
部 分 は 、 シ ー ス ２ ２ を 剥 い で 溝 付 き ス ペ ー サ ２ ４ 及 び 抗 張 力 線 ２ ６ を 所 要 長 露 出 さ せ 、 光
フ ァ イ バ 心 線 ２ ８ を 接 続 に 必 要 な 長 さ だ け 取 り 出 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】 幹 線 ケ ー ブ ル １ ０ は シ ー ス １ ７ の 端 部 付 近 を ク ラ ン プ ３ ０ に よ り フ レ ー ム １
６ の 両 端 部 に 固 定 さ れ る 。 分 岐 ケ ー ブ ル １ ２ は 、 シ ー ス ２ ２ の 端 部 付 近 を ク ラ ン プ ３ ２ に
よ り フ レ ー ム １ ６ の 一 端 側 に 固 定 さ れ 、 抗 張 力 線 ２ ６ を 引 留 金 具 ３ ４ で 引 き 留 め ら れ る 。
引 留 金 具 ３ ４ は ア ー ム 部 材 ３ ６ の 先 端 に 固 定 さ れ る よ う に な っ て お り 、 ア ー ム 部 材 ３ ６ は
溝 付 き ス ペ ー サ ２ ４ の 裏 側 を 通 っ て フ レ ー ム １ ６ に 予 め 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】 防 水 ケ ー ス １ ４ 内 に は 、 光 フ ァ イ バ 心 線 の 接 続 部 を 収 納 す る 第 一 の ト レ イ ３
８ Ａ 及 び 第 二 の ト レ イ ３ ８ Ｂ が 長 手 方 向 に 適 当 な 間 隔 を お い て 設 置 さ れ て い る 。 第 一 の ト
レ イ ３ ８ Ａ 及 び 第 二 の ト レ イ ３ ８ Ｂ は そ れ ぞ れ 複 数 枚 積 層 さ れ た 状 態 で 、 図 示 し な い 支 持
金 具 に よ り フ レ ー ム １ ６ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た フ レ ー ム １ ６ の 長 手 方 向 中 間 部 に は
、 コ ネ ク タ 結 合 用 の ア ダ プ タ ４ ２ を 支 持 す る ア ダ プ タ 支 持 体 ４ ０ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】 幹 線 ケ ー ブ ル １ ０ の 分 岐 用 の 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ ０ は 光 コ ー ド ４ ４ と 接 続 さ れ
、 そ の 接 続 部 ４ ６ は 第 一 の ト レ イ ３ ８ Ａ に 収 納 さ れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 光 フ ァ イ バ 心 線
２ ０ 及 び 光 コ ー ド ４ ４ に ４ 心 の テ ー プ 心 線 を 使 用 し て い る 。 光 コ ー ド ４ ４ は 途 中 に ４ 心 か
ら 単 心 に 分 離 す る 分 離 部 ４ ７ を 有 し て お り 、 単 心 に 分 離 さ れ た 光 コ ー ド ４ ４ の 先 端 に は そ
れ ぞ れ コ ネ ク タ （ 例 え ば Ｓ Ｃ 型 光 コ ネ ク タ ） ４ ８ Ａ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 つ ま り 光 コ ー
ド ４ ４ は 先 端 に コ ネ ク タ ４ ８ Ａ が 取 り 付 け ら れ た コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド の 形 態 で あ る 。 コ
ネ ク タ ４ ８ Ａ は ア ダ プ タ ４ ２ の 片 側 に 嵌 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】 一 方 、 分 岐 ケ ー ブ ル １ ２ 側 の 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ ８ に は 他 の 光 コ ー ド ５ ０ が 接
続 さ れ 、 そ の 接 続 部 ５ ２ は 第 二 の ト レ イ ３ ８ Ｂ に 収 納 さ れ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 分 岐 ケ ー
ブ ル １ ２ 側 も 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ ８ 及 び 光 コ ー ド ５ ０ に ４ 心 の テ ー プ 心 線 を 使 用 し て い る 。
光 コ ー ド ５ ０ は 途 中 に ４ 心 か ら 単 心 に 分 離 す る 分 離 部 ５ ４ を 有 し て お り 、 単 心 に 分 離 さ れ
た 光 コ ー ド ５ ０ の 先 端 に は そ れ ぞ れ コ ネ ク タ ４ ８ Ｂ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 つ ま り こ の 光
コ ー ド ５ ０ も コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド の 形 態 で あ る 。 コ ネ ク タ ４ ８ Ｂ は ア ダ プ タ ４ ２ の 反 対
側 に 嵌 合 さ れ 、 コ ネ ク タ ４ ８ Ａ と 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】 以 上 の よ う に 、 こ の 実 施 形 態 の ク ロ ー ジ ャ は 、 幹 線 ケ ー ブ ル １ ０ の 光 フ ァ イ
バ 心 線 ２ ０ に コ ネ ク タ ４ ８ Ａ 付 き の 光 コ ー ド ４ ４ を 接 続 し て 、 そ の 接 続 部 ４ ６ を 第 一 の ト
レ イ ３ ８ Ａ に 収 納 し 、 分 岐 ケ ー ブ ル １ ２ の 光 フ ァ イ バ 心 線 ２ ８ に コ ネ ク タ ４ ８ Ｂ 付 き の 光
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コ ー ド ５ ０ を 接 続 し て 、 そ の 接 続 部 ５ ２ を 第 二 の ト レ イ ３ ８ Ｂ に 収 納 し 、 コ ネ ク タ ４ ８ Ａ
と ４ ８ Ｂ を 、 ア ダ プ タ 支 持 体 ４ ０ に 支 持 さ れ た ア ダ プ タ ４ ２ に 嵌 合 し て 結 合 す る よ う に な
っ て い る 。 こ の た め 、 心 線 の 切 替 接 続 の 必 要 が 生 じ た 場 合 に は 、 コ ネ ク タ ４ ８ Ａ 、 ４ ８ Ｂ
の 挿 抜 に よ り 簡 単 に 切 替 接 続 を 行 な う こ と が で き る 。 ま た 回 線 障 害 が 生 じ た 場 合 に は 、 コ
ネ ク タ ４ ８ Ａ 、 ４ ８ Ｂ を 引 き 抜 い て Ｏ Ｔ Ｄ Ｒ に 接 続 す る こ と に よ り 、 障 害 が 幹 線 ケ ー ブ ル
１ ０ 側 で 起 き て い る の か 、 分 岐 ケ ー ブ ル １ ２ 側 で 起 き て い る の か を 簡 単 に 探 知 す る こ と が
で き 、 障 害 復 旧 作 業 を 迅 速 に 行 な う こ と が で き る 。 さ ら に 幹 線 ケ ー ブ ル １ ０ の 管 理 者 と 分
岐 ケ ー ブ ル １ ２ の 管 理 者 が 異 な る 場 合 に 、 幹 線 ケ ー ブ ル １ ０ 側 と 分 岐 ケ ー ブ ル １ ２ 側 と を
ア ダ プ タ 支 持 体 ４ ０ を 境 に 分 界 す る こ と が で き 、 管 理 責 任 の 所 在 、 資 産 の 区 分 な ど を 明 確
に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】 図 ２ は 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 こ の 実 施 形 態 が 図 １ の 実 施 形 態 と 異 な
る 点 は 、 分 岐 ケ ー ブ ル １ ２ の 端 部 に 、 コ ネ ク タ ４ ８ Ｂ 付 き の 光 コ ー ド ５ ０ が 予 め 設 け ら れ
て い る （ 工 場 で そ の よ う に 作 ら れ て い る ） こ と で あ る 。 こ の 場 合 は 現 場 で 分 岐 ケ ー ブ ル １
２ の 光 フ ァ イ バ 心 線 に コ ネ ク タ 付 き コ ー ド を 接 続 す る 必 要 が な い の で 、 第 二 の ト レ イ ３ ８
Ｂ （ 図 １ 参 照 ） は 不 要 で あ り 、 分 岐 ケ ー ブ ル １ ２ 側 は コ ネ ク タ ４ ８ Ｂ を ア ダ プ タ ４ ２ に 嵌
合 す る だ け で よ い 。 上 記 以 外 の 構 成 は 図 １ の 実 施 形 態 と 同 様 で あ る の で 、 同 一 部 分 に は 同
一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 こ の よ う な 構 成 で も 図 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 ク ロ ー ジ ャ 内 に ア ダ プ タ 支 持 体 を 設
置 し 、 こ の ア ダ プ タ 支 持 体 に 支 持 さ れ た ア ダ プ タ に 、 幹 線 ケ ー ブ ル 側 の コ ネ ク タ 付 き 光 コ
ー ド の コ ネ ク タ と 、 分 岐 ケ ー ブ ル 側 の コ ネ ク タ 付 き 光 コ ー ド の コ ネ ク タ を 嵌 合 さ せ る こ と
で 、 心 線 の 分 岐 接 続 を 行 な う よ う に し た の で 、 心 線 の 切 替 接 続 の 必 要 が 生 じ た 場 合 に は 、
コ ネ ク タ の 挿 抜 に よ り 簡 単 に 切 替 接 続 作 業 を 行 な う こ と が で き る 。 ま た 回 線 障 害 が 生 じ た
場 合 に は 、 コ ネ ク タ を 引 き 抜 い て Ｏ Ｔ Ｄ Ｒ に 接 続 す る こ と に よ り 、 障 害 が 幹 線 ケ ー ブ ル 側
で 起 き て い る の か 、 分 岐 ケ ー ブ ル 側 で 起 き て い る の か を 簡 単 に 探 知 す る こ と が で き 、 障 害
復 旧 作 業 を 迅 速 に 行 な う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 に 係 る 分 岐 ケ ー ブ ル 接 続 部 用 ク ロ ー ジ ャ の 一 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面
図 。
【 図 ２ 】 同 じ く 他 の 実 施 形 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ ： 幹 線 ケ ー ブ ル
１ ２ ： 分 岐 ケ ー ブ ル
１ ４ ： 防 水 ケ ー ス
１ ６ ： フ レ ー ム
２ ０ ： 幹 線 ケ ー ブ ル １ ０ の 光 フ ァ イ バ 心 線
２ ８ ： 分 岐 ケ ー ブ ル １ ２ の 光 フ ァ イ バ 心 線
３ ８ Ａ ： 第 一 の ト レ イ
３ ８ Ｂ ： 第 二 の ト レ イ
４ ０ ： ア ダ プ タ 支 持 体
４ ２ ： ア ダ プ タ
４ ４ ： 幹 線 ケ ー ブ ル 側 の 光 コ ー ド
４ ６ ： 接 続 部
４ ８ Ａ 、 ４ ８ Ｂ ： コ ネ ク タ
５ ０ ： 分 岐 ケ ー ブ ル 側 の 光 コ ー ド
５ ２ ： 接 続 部
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